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　 　 　 　　 　 　 　 　 ユーザマ ニ ュ ア ル　　 ユーザマ ニ ュ ア ル　 (WP-13-160730)(WP-13-160730)　　 2016.7 2016.7 データ リ ン ク ㈱データ リ ン ク ㈱

第１ 章　 はじ めに第１ 章　 はじ めに

１１ --１ 　 梱包内容１ 　 梱包内容

USB/RS485USB/RS485 変換コ ネク タ変換コ ネク タ DL-U485A DL-U485A

こ の度は、こ の度は、 USB / USB / RS485RS485 の信号レベルの変換コ ネク タの信号レベルの変換コ ネク タ DL-U485ADL-U485A を ご購入頂き まを ご購入頂き ま

し て誠にあ り がと う ご ざ いま す。し て誠にあ り がと う ご ざ いま す。 こ のマ ニ ュ ア ルでは、こ のマ ニ ュ ア ルでは、 製品を ご利用頂く 際の注意製品を ご利用頂く 際の注意
事項を解説し てお り ま す。事項を解説し てお り ま す。
製品を ご利用頂く 前に必ず内容を お読みいただ き ま すよ う お願い申し 上げま す。製品を ご利用頂く 前に必ず内容を お読みいただ き ま すよ う お願い申し 上げま す。

◆◆DL-U485ADL-U485A本体本体 11 台台

◆◆USBUSB ケーブ ルケーブ ル  ( (シ リ ーズシリ ーズ AA プ ラ グプ ラ グ //シリ ーズミ ニシリ ーズミ ニ BB プ ラ グプ ラ グ )) 11 本本

◆◆ユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル  ( (本誌本誌)) 11 冊冊

※※ド ラ イ バソ フ ト のイ ン ス ト ールが必要です。ド ラ イ バソ フ ト のイ ン ス ト ールが必要です。 　 ド ラ イ バソ フ ト は、　 ド ラ イ バソ フ ト は、 弊社弊社HPHPよ り ダよ り ダ

ウ ン ロ ード し て く だ さ い。ウ ン ロ ード し て く だ さ い。 　 イ ン ス ト ール方法は、　 イ ン ス ト ール方法は、 同時にダ ウ ン ロ ード さ れる 専同時にダ ウ ン ロ ード さ れる 専

用マ ニ ュ ア ルを ご 参照く だ さ い。用マ ニ ュ ア ルを ご 参照く だ さ い。

http : //www.d ata-link. co. jp /http : //www.d ata-link. co. jp /
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◆◆接続例②接続例②

１１ --２ 　 特徴２ 　 特徴

◆◆接続例①接続例①

◆◆DL-U485ADL-U485A を使えば、を使えば、 DOSDOS//VV互換機互換機PCPC のの USBUSB ポート 経由でポート 経由で RS485RS485 機器への機器への

接続が可能になり ま す。接続が可能になり ま す。

通信を行う 際に使用する通信を行う 際に使用する PCPC 側ア プ リ ケーシ ョ ン プ ロ グ ラ ムは一般的な側ア プ リ ケーシ ョ ン プ ロ グ ラ ムは一般的な [RS232C [RS232C

通信用ア プ リ ケーシ ョ ン プ ロ グ ラ ム通信用ア プ リ ケーシ ョ ン プ ロ グ ラ ム ] ] が使用可能です。が使用可能です。

◆◆RS485RS485 側の送受信ラ イ ン にサージ保護素子を内臓。側の送受信ラ イ ン にサージ保護素子を内臓。

◆◆Plug&PlayPlug &Play、、 外部電源不要です。外部電源不要です。

※※ご使用のア プ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト に よ り 取り 外し が出来ない場合があり ま す。ご使用のア プ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト に よ り 取り 外し が出来ない場合があり ま す。
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◆◆仮想仮想COMCOM ポート 対応ポート 対応

DL-U485ADL-U485A には、には、 通常の通常の USBUSB デバイ ス ド ラ イ バの他に、デバイ ス ド ラ イ バの他に、  [ [仮想仮想COMCOM ポート ド ラポート ド ラ

イ バイ バ] ] が付属し ていま す。が付属し ていま す。

こ のド ラ イ バが組み込まれる と 、こ のド ラ イ バが組み込まれる と 、 一般的な一般的な [RS232C [RS232C 通信用ア プ リ ケーシ ョ ン プ通信用ア プ リ ケーシ ョ ン プ

ロ グ ラ ムロ グ ラ ム ] ] を 変更する こ と なくを変更する こ と なく USBUSB 経由で通信する事が出来ま す。経由で通信する事が出来ま す。

こ の機能に よ り 、こ の機能に よ り 、 RS232CRS232C を 持たないパソ コ ン で もを 持たないパソ コ ン で も USB/USB/DL-U485ADL-U485A 経由で経由で

RS485RS485 機器と の通信が可能と なり ま す。機器と の通信が可能と なり ま す。

※※通信用通信用COMCOM ポート を 固定で割り 当てている ア プ リ ケ ーシ ョ ン の場合、ポート を 固定で割り 当てている ア プ リ ケ ーシ ョ ン の場合、 ア プ リア プ リ

ケ ーシ ョ ン の変更が必要と なり ま す。ケーシ ョ ン の変更が必要と なり ま す。

RS232Cア プ リ ケ ーシ ョ ン

プ ロ グ ラ ム

RS232Cド ラ イ バ
COM

RS232Cア プ リ ケ ーシ ョ ン

プ ロ グ ラ ム

仮想COMド ラ イ バ

USB RS485機器USBド ラ イ バ

RS232C/RS485

変換機

DL-U485A

RS485機器
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●● 本書の一部または、本書の一部または、 全部を無断で複製、全部を無断で複製、 複写、複写、 転載、転載、 改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。

●● 本書の内容及び製品の仕様、本書の内容及び製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更する こ と があり ま す。改良のために予告なく 変更する こ と があり ま す。

●● 本書の内容については万全を記し て作成いたし ま し たが、本書の内容については万全を記し て作成いたし ま し たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、  記載漏れなど記載漏れなど

お気付きの点がございま し たら 、お気付きの点がございま し たら 、 ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ま す。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ま す。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、 会社名、会社名、 商品名など は一般に各社の商標または登録商標です。商品名など は一般に各社の商標または登録商標です。

万一、万一、 発熱を感じ たり 、発熱を感じ た り 、 煙が出ていたり 、煙が出ていたり 、 変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、 直ちに直ちに

電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。

有寿命部品に 関する 保証規定有寿命部品に関する 保証規定

本製品に付属、本製品に付属、ま たは、ま たは、別売の別売の ACACア ダ プ タ は、ア ダ プ タ は、有寿命部品です有寿命部品です。。使用時間の経過に伴っ て摩耗、使用時間の経過に伴っ て摩耗、劣劣

化等が進行し 、化等が進行し 、 動作が不安定になる場合があり ま すので、動作が不安定になる場合があり ま すので、 本製品を安定し てお使いいただ く ために本製品を安定し てお使いいただ く ために

は、は、 一定の期間で交換が必要一定の期間で交換が必要と なり ま す。と なり ま す。 特に長時間連続し て使用する場合には、特に長時間連続し て使用する場合には、 早期の部品交換早期の部品交換

が必要です。が必要です。

有寿命部品の交換時期の目安は、有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用環境使用頻度や使用環境((温湿度など温湿度など ))等の条件によ り 異なり ま すが、等の条件によ り 異なり ま すが、通通

常のご使用で約常のご使用で約33年です。年です。 こ の目安は、こ の目安は、 期間中に故障し ないこ と や無償交換をお約束するものでは期間中に故障し ないこ と や無償交換をお約束するものでは

あり ま せん。あり ま せん。

摩耗や劣化等によ る有寿命部品の交換は、摩耗や劣化等によ る有寿命部品の交換は、保証期間内保証期間内((当社発送から当社発送から 11年年))においては原則的に無償交においては原則的に無償交

換を行いますが、換を行いますが、 劣悪環境での稼動、劣悪環境での稼動、 落雷など外部要因に起因する故障など の場合は、落雷など外部要因に起因する故障など の場合は、 標準保証の標準保証の

対象外と なり 、対象外と なり 、 製品保証期間内であっ ても有償交換と なり ま す。製品保証期間内であっ ても有償交換と なり ま す。

ACAC ア ダ プ タ は社外購入品につき 、ア ダ プ タ は社外購入品につき 、 代替品代替品と の交換と の交換にて修理に代えさ せていただき ま す。にて修理に代えさ せていただき ま す。

ま た 、ま た 、 保証期間経過後も 、保証期間経過後も 、 代替品の有償交換を さ せていただき ま す。代替品の有償交換を さ せていただき ま す。

尚、尚、 本体同様Ａ Ｃ ア ダ プ タ の故障ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、本体同様Ａ Ｃ ア ダ プ タ の故障ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、 間接の障害についても当社間接の障害についても当社

はそ の責任を負わないものと し ま す。はそ の責任を負わないものと し ま す。

　 　 　 安全に お使いいた だ く た め に必ずお読みく だ さ い　 　 　 安全に お使いいた だ く た め に必ずお読みく だ さ い！

火災、火災、 感電、感電、 怪我、怪我、 故障、故障、 エ ラ ー の原因に な り ま すエ ラ ー の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など、 高温の場所で使用したり 放置しないでく ださ い。高温の場所で使用したり 放置しないでく ださ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、 物を載せるなど で傷を つけないでく だ さ い。物を載せるなど で傷を つけないでく だ さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。
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第２ 章　 物理的仕様第２ 章　 物理的仕様

２ －１ 　 仕様２ －１ 　 仕様

◆◆動作条件動作条件 温度温度 ±±00 ～～+50+ 50℃℃

湿度湿度 3030 ～～80%80% ((但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆寸　 法寸　 法 横横：： 33mm33mm　 高さ　 高さ ：： 16mm16mm　 奥行　 奥行：： 59mm59mm

◆◆重　 量重　 量 約約 20 g 20 g

◆◆対応対応OS/OS/機器機器 USB1.1USB1.1 又は又は USB2.0USB2.0 ポート を備えたポート を備えた Windows7Windows7～～1010搭載の搭載の

DOSDOS//VV互換機互換機PCPC

◆◆イ ン タ ー フ ェ イ スイ ン タ ー フ ェ イ ス RS485RS485 55 ピ ン 端子台ピ ン 端子台

USB1.1USB1.1 シ リ ーズ ミ ニシリ ーズ ミ ニ BB プ ラ グプ ラ グ

◆◆RS232CRS232C 通信条件通信条件

◆◆消費電流消費電流 100mA100mA以下以下//5V5V

※※パソ コ ン上のパソ コ ン上の RS232CRS232C 通信用アプ リ ケーショ ン プ ロ グラ ム通信用アプ リ ケーショ ン プ ロ グラ ム

内で設定さ れた通信条件によ り 通信可能と なり ま す。内で設定さ れた通信条件によ り 通信可能と なり ま す。

但し 、但し 、 設定可能な通信条件は上記範囲内のみと なり ます。設定可能な通信条件は上記範囲内のみと なり ます。

通
信
速
度

STOP BIT

データ 長

パリ テ ィ

300,600,1200,2400,4800,9600,14400,19200,28800,

460800,614400,921600,1228800,1382400Bps

7,8b it

無し ,EVEN,ODD

1,2

38400,57600,76800,115200,153600,230400,307200,

【 サージ吸収】【 サージ吸収】

◆◆急峻なサージに対し急峻なサージに対し ､､高速応答性高速応答性  に優れるサージに優れるサージ吸収用シリ コ ン 素子を採用し てい吸収用シリ コ ン 素子を採用し てい

ま す。ま す。

◆◆ブ レ ーク ダ ウ ン 電圧ブ レ ーク ダ ウ ン 電圧：： 約約 7V7V
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ご 注意ご 注意 11 ピ ンピ ン D+D+ とと 33 ピ ンピ ン D+D+ は内部でショ ート し ていま す。は内部でショ ート し ていま す。

22 ピ ンピ ン DD -- とと 44 ピ ンピ ン DD -- は内部でショ ート し ていま す。は内部でショ ート し ていま す。

従っ て 、従っ て 、 バス接続時のよ う にバス接続時のよ う に 11 つ のピ ン につのピ ン に 22 本の結線を行う 際に接続が難し本の結線を行う 際に接続が難し

い場合は、い場合は、 以下の点線のよ う な接続が可能です。以下の点線のよ う な接続が可能です。

２ －２ 　 内部構成図２ －２ 　 内部構成図
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２ －３ 　 外観図２ －３ 　 外観図

◆◆RS485RS485 コ ネク タコ ネク タ 55 ピ ン 端子台ピ ン 端子台
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第３ 章　 動作仕様第３ 章　 動作仕様

３ －１ 　３ －１ 　 RS485RS485 イ ン タ ーフ ェ イ スイ ン タ ーフ ェ イ ス

DL-U485ADL-U485A のの RS485RS485 コ ネク タ は、コ ネク タ は、 小型小型55 ピ ン 端子台を使用し ていま す。ピ ン 端子台を使用し ていま す。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1  D＋ 入出力 　 送受信データ 　 ＋

2  D－ 入出力 　 送受信データ 　 －

3  D＋ 入出力 　 送受信データ 　 ＋

4  D－ 入出力 　 送受信データ 　 －

5  GND － 　 シグ ナルグ ラ ン ド
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３ －２ 　３ －２ 　 RS485RS485 側の接続側の接続 (1 (1 対対 1)1)

22 台の台の DL-U485ADL-U485A間の間の RS485RS485 接続は、接続は、 下記に示す結線を し て下さ い。下記に示す結線を し て下さ い。

※※実際の使用環境によ っ ては、実際の使用環境によ っ ては、 RS485RS485 ネッ ト ワ ーク のデータ 線ネッ ト ワ ーク のデータ 線 [ [D +D + ] [] [DD --] ] 間に端子間に端子

台にて終端抵抗を追加する必要があり ま す。台にて終端抵抗を追加する必要があり ま す。

ご 注意ご 注意 55 番の番の GNDGND は、は、 ア ース接地状態、ア ース接地状態、 GNDGND レ ベルの電位差等を考慮にいれ、レ ベルの電位差等を考慮にいれ、

シス テ ムの状況に応じ て結線し て下さ い。シス テ ムの状況に応じ て結線し て下さ い。

一般的には、一般的には、 結線する必要はあり ま せん。結線する必要はあり ま せん。

3 D＋

4 D－

1 D＋

2 D－

5 GND

3 D＋

4 D－

1 D＋

2 D－

5 GND
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３ －３３ －３ RS485RS485 側の接続側の接続 ( (複数台複数台))

複数台の接続方法は、複数台の接続方法は、 下図のと おり です。下図のと おり です。

バス ラ イ ン接続を行っ た場合、バス ラ イ ン接続を行っ た場合、 送信出来る機器は、送信出来る機器は、 同一ラ イ ン の中で１ 台のみです。同一ラ イ ン の中で１ 台のみです。

こ の時、こ の時、 １ 台が送信し た データ は全て の他機へ送信さ れま す。１ 台が送信し た データ は全て の他機へ送信さ れま す。

両方の端に終端抵抗を 使用し ま す。両方の端に終端抵抗を 使用し ま す。 　 ケーブ ルのシールド は、　 ケーブ ルのシールド は、 確実に ア ース処理確実に ア ース処理

し ま す。し ま す。

※１※１ ：： バス ラ イ ン 接続時のよ う に 、バス ラ イ ン 接続時のよ う に 、 複数ケーブ ル接続の状況で※１ のよ う な接続複数ケーブ ル接続の状況で※１ のよ う な接続

が可能です。が可能です。 太さ の関係で端子台に接続する ケーブ ルを※１ のよ う に分ける太さ の関係で端子台に接続する ケーブ ルを※１ のよ う に分ける

事が出来ま す。事が出来ま す。

必ず、必ず、 こ の結線にし なければなら ないわけではあり ま せん。こ の結線にし なければなら ないわけではあり ま せん。

▼１ ピ ン▼１ ピ ン DD ＋と ３ ピ ン＋と ３ ピ ン DD ＋は内部でショ ー ト し ていま す。＋は内部でショ ー ト し ていま す。

▼２ ピ ン▼２ ピ ン DD －と ４ ピ ン－と ４ ピ ン DD －は内部でショ ー ト し ていま す。－は内部でショ ー ト し ていま す。

※２※２ ：： バス ラ イ ン 接続時においても １ つ の端子台に複数ケーブ ルの接続が容易でバス ラ イ ン 接続時においても １ つ の端子台に複数ケーブ ルの接続が容易で

あれば、あれば、 ※２ の接続で問題あり ま せん。※２ の接続で問題あり ま せん。

DL-U485A

ア ース

1 D＋

2 D－

1 D＋
2 D－ 3 D＋

4 D－

1 D＋

2 D－

1 D＋

2 D－

※1接続

※2接続

DL-U485A

DL-U485A

DL-U485A

シールド のア ース処理は確実に行いま す。
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３ －４ 　３ －４ 　 RS485RS485 ケーブ ルケーブ ル

RS422RS422 ケーブ ルは、ケーブ ルは、 端子台挿入口の大き さ に よ り 以下の形状にて指定さ れていま す。端子台挿入口の大き さ に よ り 以下の形状にて指定さ れていま す。

許容定格断面積許容定格断面積 単線単線：： 0.140.14 ～～ 1.5mm1.5mm

　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 撚線撚線：： 0.10.1 ～～ 1.0mm1.0mm

　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 AWG AWG ：： 2626 ～～ 1616

ケーブ ルの被覆は、ケーブ ルの被覆は、 5mm5mm 剥いてネジ止めし ま す。剥いてネジ止めし ま す。 　 尚、　 尚、 撚線の場合、撚線の場合、 剥いた部分の剥いた部分の

半田付けは、半田付けは、 端子台には適し ま せん。端子台には適し ま せん。

22

22

5mm
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３ －５ 　３ －５ 　 USBUSB イ ン タ ーフ ェ イ スイ ン タ ーフ ェ イ ス

DL-U485DL-U485AAのの USBUSB コ ネク タ は、コ ネク タ は、 シリ ーズミ ニシリ ーズミ ニ BB コ ネク タコ ネク タ  (5 (5 ピ ンピ ン ) ) を使用し ています。を使用し ています。

5ピ ン1ピ ン

シ リ ーズ ミ ニ Ｂ コ ネ ク タ ピ ン番号 名称

1 　 Vbus

2 　 －Data (D－)

3 　 ＋Data (D＋)

4 　 ID (NC)

5 　 GND
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DL-U485ADL-U485A　　 取り 扱い説明書　取り 扱い説明書　 20162016年年77月　 第月　 第1313版版

製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1113359-1113　 埼玉県所沢市喜多町　 埼玉県所沢市喜多町10-510-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

保証規定保証規定

DL-U485ADL-U485Aに関する ご質問ご相談は、ユーザサポート 課ま でお問い合わせ下さ い。に関する ご質問ご相談は、ユーザサポート 課ま でお問い合わせ下さ い。

データ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a i lE -m a i l：： sup p o rt@ d a ta -l in k . c o . jpsup p o rt@ d a ta -l in k . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))　　 AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00

11 製品は、製品は、 当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、 保証期間内に万一故保証期間内に万一故

障し た場合、障し た場合、 無償に て修理さ せて いただ き ま す。無償に て修理さ せて いただ き ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、

受領後直ち に梱包を開け、受領後直ち に梱包を開け、 検収を お願い致し ま す。検収を お願い致し ま す。

データ リ ン ク 製品の保証期間は、データ リ ン ク 製品の保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年です。当社発送日よ り １ カ 年です。

保証期間は保証期間は､､製品貼付のシリ ア ルナンバーで管理し ており 、製品貼付のシリ ア ルナンバーで管理し ており 、 保証書はございま せん。保証書はございま せん。

なお、なお、 本製品のハード ウ エ ア 部分の修理に限ら せていただ き ま す。本製品のハード ウ エ ア 部分の修理に限ら せていただ き ま す。

22 本製品の故障、本製品の故障、 ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、 間接の障害について 、間接の障害について 、 当社当社

はそ の責任を負わないも のと し ま す。はそ の責任を負わないも のと し ま す。

33 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

(1)(1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障およ び損傷。衝撃等で生じ た故障およ び損傷。

(2)(2) ご 使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、ある いは改造、 修理によ る故障およ び損傷。修理によ る故障およ び損傷。

(3)(3) 火災、火災、 地震、地震、 落雷等の災害、落雷等の災害、 ある いは異常電圧など の外部要因に起因する故ある いは異常電圧など の外部要因に起因する故

障およ び損傷。障およ び損傷。

(4)(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障およ び損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障およ び損傷。

44 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただ き ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただ き ま す。 補修用部品の保有期間補修用部品の保有期間

は原則製造終了後は原則製造終了後55 年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ て も 、こ の期間内であっ て も 、 補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、 部品メ ーカ の製造中止など部品メ ーカ の製造中止など

によ り 修理でき ない場合があり ま す。に よ り 修理でき ない場合があり ま す。

55 PCBPCB基板全損、基板全損、 ICIC 全損など 、全損など 、 故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合は故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合は

修理でき ま せん。修理でき ま せん。

66 出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。 当社ある いは販売店への持ち込み修理と なり ま す。当社ある いは販売店への持ち込み修理と なり ま す。

77 本製品に付属、本製品に付属、 ま たは、ま たは、 別売の別売の ACAC ア ダ プ タ は有寿命部品です。ア ダ プ タ は有寿命部品です。 こ のマ ニ ュ ア ル内こ のマ ニ ュ ア ル内

のの 【 有寿命部品に関する保証規定】【 有寿命部品に関する保証規定】 を 必ずお読みく だ さ い。を 必ずお読みく だ さ い。

88 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。


